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自閉症様モデル霊長類の大脳皮質
シナプス再編成の異常

10月1日（月） 18時～ フラテ会館大研修室

ヒトの脳では、出生直後から児童期にかけてシナプスが急速に増えた後、大人
になるにつれて減っていきます。自閉症スペクトラム障害（ASD）の脳では、シナ
プスの「刈り込み」がうまくいかず、余分な神経回路が残っているためにスムーズ
な情報伝達が妨げられていると考えられています。これまでASDの研究には
げっ歯類が主に用いられてきましたが、げっ歯類では明確なシナプス「刈り込み」
が観察されません。私たちは、小型霊長類であるマーモセットを使ってASDの神
経回路の異常に迫ろうとしています。本研究では、胎生期にバルプロ酸に暴露
することによりASD様の行動を示す霊長類モデルを作出し、その大脳皮質でシ
ナプスの「刈り込み」が不十分であることを見出しました。ヒト自閉症脳の特徴
を反映したモデル霊長類を使って研究することで、ASDの新しい治療法の開発
に貢献できると期待しています。
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